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９
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渋
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小
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地
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衛
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会
議
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の
選
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小
林
　
　
智
　
９
票

　
渋
谷
登
美
子
　
３
票

比
企
広
域
市
町
村
圏
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

　
山
田
　
良
秋
　
９
票

　
川
口
　
浩
史
　
３
票

開
票
結
果

新しい議会　　人事決まる
議　長　森　一人 議員

副議長　畠山美幸 議員
議会選出
監査委員　長島邦夫 議員

　９月15日、議長・副議長の選挙、常任委員会委員・議会運営委員会委員の選任などの議会人
事構成が決定しました。

　
森
　
　
一
人

　
山
田
　
良
秋

※�

東
松
山
市
ほ
か
比
企
郡

内
の
７
町
村
で
組
織
す

る
一
部
事
務
組
合
。
議

員
定
数
18
人
。

　
森
　
一
人

　
小
林
　
智

※�

嵐
山
町
、
小
川
町
、
滑

川
町
、と
き
が
わ
町
、東

秩
父
村
の
５
町
村
に
よ

り
組
織
す
る
一
部
事
務

組
合
。
議
員
定
数
12
人
。

　
引
き
続
き
議
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
、
森
で
ご
ざ

い
ま
す
。
身
に
余
る
光
栄

と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
議
長
と
し
て
全
力

を
傾
け
、
公
正
公
平
か
つ

円
滑
な
議
会
運
営
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
議
会
に
対
し
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

畠山 美幸 副議長

長島 邦夫 監査委員

議長就任の
� ごあいさつ

議長　森　一人

　町政についての要望などを、請願・陳情として文書で議会に提出する
ことができます。提出された請願・陳情は、議会運営委員会の判断のも
と、審査が必要なものは常任委員会などで審査し、本会議で「採択」「不
採択」などが決定されます。請願は議員の紹介を必要としますが、陳情
については議員の紹介は必要ありません。
※陳情者が町内の場合、請願と同じ取扱いをします。（嵐山町議会会議規則第95条）

請願・陳情の取り扱い

請願・陳情について
（町HP）

各委員会　◎委員長　〇副委員長� ※写真撮影のためマスクを外しています。

◎ 

藤
野
　
和
美

○ 

山
田
　
良
秋

　
議
長
を
除
く
議
員

全
員
が
、分
科
会
形

式
で
議
会
だ
よ
り
や

報
告
会
等
の
事
務
を

分
担
し
て
い
く
。
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③　武蔵嵐山駅付近線路敷横断排水路修繕工事 ②　R2道路改築工事（町道菅谷31号線）（駅西口広場地下防火水槽） ①　杉山城跡案内標識設置工事

一
般
会
計
の
主
な
質
疑

え
た
こ
と
に
つ
い
て
大
変

あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
お

り
給
付
を
受
け
た
方
か
ら

も
大
変
助
か
っ
た
と
伺
っ

て
い
る
。

や
す
ら
ぎ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
運
営

状
況
は健

康
い
き
い
き
課

開
館
で
き
た
の
は
年

間
で
１
６
４
日
、
５
か
月

半
の
休
館
と
な
っ
た
。
感

染
症
予
防
の
た
め
予
約
制

を
と
り
人
数
と
時
間
の
制

限
を
行
う
な
ど
厳
し
い
運

営
と
な
っ
た
た
め
、
年
間

延
べ
４
４
２
０
人
の
利
用

で
あ
っ
た
。

高
齢
者
外
出
支
援
事

業
に
つ
い
て
予
算
に

対
し
て
利
用
が
低
迷
し
て

い
る
が長

寿
生
き
が
い
課

利
用
者
は
５
６
１
人

で
利
用
額
も
前
年
実
績
に

対
し
て
も
90
万
円
程
度
少

な
い
が
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出

を
控
え
た
影
響
が
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

農
業
者
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
の
内
容

コ
ロ
ナ
禍
の
税
収
へ

の
影
響
は

税
務
課
　
全
体
へ
の

影
響
と
し
て
は
捉
え

ら
れ
な
い
が
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
固
定
資

産
税
軽
減
申
請
が
56
件
、

２
５
９
６
万
３
千
円
あ
っ

た
。

地
方
消
費
税
交
付
金

が
前
年
に
比
べ
て
増

加
し
て
い
る
が
要
因
は

総
務
課
　
令
和
元
年

度
は
半
年
分
で
あ
っ

た
幼
保
無
償
化
に
関
す
る

は

農
政
課
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
利
用
し
て
影
響
の
あ
っ

た
酪
農
家
や
イ
チ
ゴ
農
家

な
ど
の
支
援
に
あ
て
た
ほ

か
地
域
経
済
活
性
化
分
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の

顧
客
の
増
加
と
売
り
上
げ

ア
ッ
プ
を
応
援
す
る
た
め

に
直
売
所
生
産
組
合
の
平

型
冷
蔵
施
設
の
購
入
補
助
、

購
買
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
品

費
用
の
補
助
等
の
支
援
を

行
っ
た
。

総
括
質
疑

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
窓
口
業
務
の
廃

止
の
経
緯
は

代
表
監
査
委
員
か
ら

町
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
大
変
厳
し
い
指
摘
が

あ
っ
た
こ
と
、
広
報
ら
ん

ざ
ん
に
て
財
政
調
整
基
金

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
町
で
は
財
政

の
状
況
に
つ
い
て
危
機
感

を
も
っ
て
お
り
、
職
員
体

交
付
金
が
全
額
と
な
っ
た

こ
と
が
主
た
る
要
因
で
あ

る
。

特
別
定
額
給
付
金
の

対
象
者
数
と
給
付
実

績
は

地
域
支
援
課
　
対
象

者
１
万
７
８
９
５
人

に
対
し
て
１
万
７
８
７
７

人
に
給
付
、
給
付
率
99・

８
％
で
転
出
者
等
を
除
く

と
ほ
ぼ
全
員
に
給
付
で
き

た
。

集
団
が
ん
検
診
を
実

施
し
な
か
っ
た
理
由

制
を
含
め
よ
り
効
率
的
な

運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
町
税

等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
普

及
、
令
和
３
年
３
月
か
ら

の
各
種
証
明
書
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
を
開
始
し
た
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
て
窓
口

業
務
を
廃
止
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
交
付
さ
れ
各
種
事
業

が
実
施
さ
れ
た
が
そ
の
効

果
と
評
価
は

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
、
感
染
の
拡

大
防
止
、
影
響
を
受
け
て

い
る
地
域
経
済
や
住
民
生

活
を
支
援
す
る
こ
と
を
念

頭
に
39
の
事
業
を
実
施
し

た
。
町
管
理
の
施
設
の
感

染
拡
大
防
止
が
図
ら
れ
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
評

価
、
ま
た
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
事

業
者
か
ら
子
育
て
世
代
ま

で
幅
広
い
支
援
を
行
え
た
。

引
き
続
き
住
民
目
線
に

立
っ
て
対
策
等
を
実
施
し

て
い
く
。

は

町
民
課
　
コ
ロ
ナ
禍

で
町
民
の
安
全
を
第

一
に
考
え
て
止
む
な
く
集

団
検
診
を
中
止
し
た
が
、

個
別
が
ん
検
診
は
実
施
し

た
。

篤
志
家
の
寄
付
に
よ

る
ひ
と
り
親
家
庭
臨

時
特
別
給
付
金
事
業
が
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
町
の

考
え
は福

祉
課
　
２
回
に
わ

た
っ
て
延
べ
２
４
６

家
庭
に
対
し
て
給
付
が
行

令和2年度事業　
現 地 調 査

① 杉山城跡案内標識設置工事
② R2道路改築工事（町道菅谷31号線）
　 （駅西口広場地下防火水槽）
③ �武蔵嵐山駅付近線路敷横断排水路修
繕工事

9月議会定例会
8月27日から9月15日
までの20日間の会期で
令和3年第3回定例会が
開かれました。

　令和 2年度決算認定にあた
り、議会では決算審査特別委員
会を設置、委員長に松本美子議
員、副委員長に小林智議員を互
選し、一般会計、特別会計、水
道事業会計及び下水道事業会計
を 4日間にわたり審査しまし
た。活発な質疑を踏まえ慎重な
審査により、原案のとおり可決
しました。

区分 令和2年度 令和元年度

歳　入 86億9599 68億1052

歳　出 83億2062 65億5627

差引額 3億7536 2億5424

翌年度へ繰越
すべき財源 6393 2119

実質収支額 3億1143 2億3305

※�コロナ禍での特別給付金事業等に
より歳入歳出とも大きく膨らんで
いる。

単位 : 万円
（一般会計）

実質収支に関する調書

決算審査
特別委員会
～令和 2年度決算認定～

コロナ禍の決算。
総額 86億9599万円

Ｑ Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱＡ Ａ

Ａ Ａ

Ａ ＡＡ

Ａ

ＡＡ
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特
別
会
計
等
の
主
な
質
疑

国
民
健
康

保
険

後
期
高
齢

者
医
療

介
護
保
険

下
水
道
事

業
会
計

特
別
会
計

事
業
会
計

水
道
事
業

会
計

決算審査資料

　
現
在
、
我
が
国
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
と
い
う
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
活
動
も
鈍
化
し
、
人
々

は
感
染
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
、

緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
旅
行
、
飲
食
も
制
限

を
受
け
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
つ

つ
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
の
大
切

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
嵐
山

町
の
決
算
認
定
は
、
状
況
変
化

の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
対
策
を
避
け
て
通
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
従
前
か
ら

町
は
町
長
中
心
に
各
課
横
断
的

　
コ
ロ
ナ
渦
で
苦
し
い
１

年
で
し
た
。
以
下
３
点
を

指
摘
し
ま
す
。

１
．
消
費
税
10
％
に
よ
る

特
別
地
方
消
費
税
交
付
金

は
３
歳
か
ら
５
歳
の
幼
児
教
育

無
償
化
に
活
用
で
す
。
が
、
町

立
幼
稚
園
で
は
３
年
保
育
の
準

備
さ
え
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
．
新
校
開
校
準
備
委
員
会
を

設
置
に
あ
た
っ
て
議
会
議
決
が

　
新
校
開
校
準
備
委
員
会
の
す

す
め
方
に
強
い
批
判
が
あ
っ
た
。

保
護
者
に
学
校
統
合
に
つ
い
て

な
ん
の
説
明
も
な
い
中
で
校
名

を
募
集
し
た
こ
と
が
要
因
だ
。

教
育
委
員
会
は
コ
ロ
ナ
禍
を
理

由
に
説
明
会
を
開
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
の
理
由
だ
が
、

説
明
会
が
開
け
な
い
の
で
あ
れ

ば
本
委
員
会
を
中
止
し
、
説
明

会
が
開
か
れ
る
ま
で
待
つ
べ
き

で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
た
本
委
員

会
で
は
当
時
の
永
島
宣
幸
教
育

長
が
た
び
た
び
発
言
を
し
て
い

た
。
諮
問
者
が
意
見
を
述
べ
る

こ
と
は
会
議
の
方
向
性
の
誘
導

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
正

面
に
向
き
合
い
、
町
民
の
た
め

の
各
種
事
業
が
執
行
さ
れ
ま
し

た
。
い
ち
早
く
支
給
さ
れ
た
定

額
給
付
金
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
は
39
も
の
事
業

に
及
び
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
特
別
給

付
金
な
ど
、
ど
の
事
業
も

歳
入
の
目
的
に
沿
っ
た
効

果
的
な
歳
出
と
な
り
ま
し

た
。

２
．
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

な
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
を
精
力
的
に
遺

漏
な
く
対
応
し
て

き
ま
し
た
。更
に
、

子
育
て
世
代
・
障

害
の
あ
る
方
・
高

齢
者
の
方
の
各
支

援
事
業
を
評
価
し
ま
す
。そ
し
て
、

駅
西
口
が
空
間
的
に
も
広
々
と
生

ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
貴
重
な
税
金
を

１
円
で
も
無
駄
に
使
わ
な
い
為
に

も
既
存
の
施
策
に
対
し
て
勇
気
を

も
っ
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

の
精
神
で
あ
た
っ
て
欲
し
い
と
強

く
訴
え
ま
す
。

必
要
で
し
た
。
地
方
自
治
法
第
１

３
８
条
の
４
第
３
項
違
反
の
委
員

へ
の
報
償
費
支
出
は
違
法
で
す
。

３
．
令
和
２
年
度
に
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
に
嵐
山
町
正
規
職
員

を
配
置
し
な
い
こ
と
を
協
議
し
、

令
和
３
年
実
施
し
ま
し
た
。
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
つ
な
が
る
も
の
だ
。
さ
ら
に
嵐

山
町
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検

討
委
員
会
は
地
方
自
治
法
第
１
３

８
条
の
４
第
３
項
違
反
に
当
た
る
。

諮
問
機
関
は
条
例
に
よ
り
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
明
記
さ

れ
て
い
る
が
要
綱
に
よ
っ
て
の
設

置
で
あ
る
か
ら
だ
。
佐
久
間
町
長

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
は
評
価
し

な
が
ら
も
、
こ
の

よ
う
な
設
置
は
認

め
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

を
最
優
先
す
る
執
行
計
画
の
中
で

相
当
な
各
種
事
業
が
縮
小
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
町

民
の
健
康
面
維
持
の
た
め
徹
底
し

た
感
染
症
防
止
対
策
を
し
て
、
や

す
ら
ぎ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を

運
営
、
ら
ん
ら
ん
ポ
イ
ン
ト
の
見

直
し
な
ど
の
創
意
、
工
夫
が
あ
り

ま
し
た
。

３
．
嵐
山
町
の
長
年
の
懸
案
で
あ

り
ま
し
た
駅
前
西
口
の
整
備
は
、

令
和
２
年
度
に
お
い
て
工
事
が
進

展
し
ま
し
た
。
歴
代
の
課
長
が
地

権
者
に
寄
り
添
い
粘
り
強
い
丁
寧

な
交
渉
を
積
み
重
ね
て
の
成
果
を

高
く
評
価
し
ま
し
た
。

渋谷登美子 議員 青柳　賢治 議員

山田　良秋 議員 川口　浩史 議員
賛　成

賛　成

反　対

反　対

令和２年度決算一般会計討論令和２年度決算一般会計討論 ・�コロナ禍での事業は、感染拡大の防止
要請等から、多くの事業が中止、縮小
を余儀なくされ、決算にも少なからず
影響が見られました。
・�下水道事業会計は、今決算より水道事業
と同じく公営企業会計に移行しました。

決算審査特別委員会
令和 2年度決算認定
＝特別会計、事業会計＝

一
般
会
計
か
ら
の
法

定
内
繰
入
と
法
定
外

繰
入
は法

定
外
繰
入
金
は

国
・
県
の
方
針
に
よ

り
解
消
を
図
っ
て
い
く
方

針
で
あ
る
。
令
和
２
年
は

保
健
事
業
に
か
か
る
法
定

外
繰
入
金
が
あ
っ
た
が
令

和
３
年
以
降
は
財
政
主
体

が
県
に
代
わ
っ
た
こ
と
か

ら
解
消
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。医

療
費
総
額
と
１
割

負
担
者
３
割
負
担
者

の
人
数
、
一
人
当
た
り
医

療
費
は

令
和
２
年
度
の
医
療

費
総
額
は
20
億
７
５

７
４
万
７
３
０
５
円
、
１

割
負
担
者
は
２
６
８
４
人
、

３
割
負
担
者
は
１
４
８
人
、

一
人
当
た
り
医
療
費
は

73
万
８
４
３
７
円
、
前
年

度
比
約
８
％
の
減
少
、
県

内
平
均
は
81
万
１
６
４
８

円
で
あ
る
。

介
護
保
険
の
認
定
者

数
は

令
和
２
年
度
末
の
第

１
号
被
保
険
者
の
認

定
者
は
８
８
４
人
で
前
年

度
よ
り
増
加
し
て
お
り
今

後
も
増
加
し
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
認
定

率
は
令
和
３
年
３
月
で
、

全
国
18･

７
％
、
県
15･

８
％
、
嵐
山
町
15･

１
％

で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
町
民
支

援
と
し
て
基
本
料
金

の
減
免
を
行
っ
た
が
町
民

の
捉
え
方
は

直
接
に
は
伺
っ
て
い

な
い
が
、
一
般
家
庭
、

事
業
者
と
区
別
な
く
実
施

し
て
お
り
、
町
内
の
水
道

利
用
者
す
べ
て
に
対
し
て

減
免
を
行
っ
た
。

公
共
下
水
道
工
事
の

記
載
が
な
い
が

令
和
２
年
度
は
公
共

下
水
道
工
事
の
実
施

は
な
く
、
今
後
も
川
島
地

区
の
工
事
が
始
ま
る
ま
で

は
予
定
し
て
い
な
い
。

令和2年度 令和元年度
歳　入

� 万円
歳　出

� 万円
差引額

� 万円 被保険者数
歳　入

� 万円
歳　出

� 万円
差引額

� 万円 被保険者数

国民健康保険 20億6966 20億0092 6873 4149人 20億0571 19億4657 5914 4155人

後期高齢者医療 2億3316 2億2925 391 2832人 2億2188 2億1803 385 2781人

介 護 保 険 15億0810 13億5074 1億5736 5863人 14億0738 13億2512 8225 5791人

令和2年度 令和元年度
事業収益
� 万円

事業費用
� 万円

純利益
� 万円 戸　数 事業収益

� 万円
事業費用
� 万円

純利益
� 万円 戸　数

水 道 事 業 4億7951 3億8732 9219 8178戸 4億8134 4億0009 8125 8036戸

下水道事業 5億9007 5億6583 2424 ※5039／779 － － － －

（単位未満切捨）

（単位未満切捨）

※水道の戸数は、給水戸数。下水道は、下水道使用戸数／管理型浄化槽使用戸数

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ
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議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

千年の苑駐車場

武蔵嵐山駅西口公有地

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
国（
県
）へ
の
要
望
・
意
見

を
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
今
定
例
会
で
は
２

件
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
戦

没
者
の
遺
骨
が
入
っ
た
土
砂
を
埋

め
立
て
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
人

道
上
許
せ
な
い
。

１
．
悲
惨
な
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺

骨
等
が
混
入
し
た
土
砂
を
埋
め
立

て
等
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

２
．
日
本
唯
一
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
苛
烈
な
地
上
戦
が
あ
っ
た
沖
縄

の
事
情
に
鑑
み
、「
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り

日
本
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
戦
没

者
の
遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ

と
。

提
出
先

　�

衆
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大

臣
・
他
関
係
各
大
臣

条
　
例

嵐
山
町
事
務
手
数
料
の
一
部
改
正

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
発
行
業

務
が
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
か
ら
の
委
託
業
務
と
な
る

た
め
。

諮
　
問

＊
人
権
擁
護
委
員

　
町
長
推
薦
に
つ
い
て
議
会
の
意

見
は
適
任

�

大
澤
智
恵
子
氏
（
新
任
）

人
　
事　

＊
教
育
委
員
会
委
員

　
町
長
任
命
を
同
意

�

舩
戸
美
津
子
氏
（
再
任
）

＊�

嵐
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　
町
長
選
任
を
同
意

�

関
根
　
盛
敏
氏
（
再
任
）

　
令
和
４
年
度
地
方
税
財
政
対
策

及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
下

記
事
項
を
要
望
す
る
。

１
．
令
和
３
年
度
地
方
財
政
計
画

の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質

的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
固
定
資
産
税
は
市
町
村
の
重

要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
見

直
し
は
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
。

３
．
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
講
じ
ら
れ
た
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
を
令
和
２

年
度
と
同
額
と
す
る
負
担
調
整
措

置
を
今
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

４
．
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的

軽
減
の
延
長
を
行
わ
な
い
こ
と
。

５
．
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は

拡
充
す
る
場
合
、
地
方
配
分
す
る

こ
と
。

提
出
先

　�

衆
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大

臣
・
他
関
係
各
大
臣

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等

を
含
む
土
砂
を
埋
め
立
て

等
に
使
用
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書�

（
要
約
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書�

（
要
約
）

可
決
意
見
書

議案
番号

議員提出議案等
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

小
林　
　
智

山
田　
良
秋

犾
守　
勝
義

藤
野　
和
美

大
野　
敏
行

畠
山　
美
幸

長
島　
邦
夫

青
柳　
賢
治

川
口　
浩
史

松
本　
美
子

渋
谷
登
美
子

森　
　
一
人

発委
第３号

嵐山町太陽光発電設備の設置及び管理等に関する条例の制定について
可決 ●●●●●●●●●●●議

長太陽光発電設備が、生活環境や自然環境に及ぼす影響に鑑み、適正な
設置、維持管理及び撤去に関して本条例を提案する。

発議
第8号

「デジタル改革関連法」成立に反対する意見書の提出について
否決 ×××●××××●×●議

長デジタル化普及は大切である。しかし、個人情報保護、基本的人権の尊重のための
考えが欠落していることから、デジタル改革関連法案に反対の意見書を提出する。

発議
第9号

土地利用規制法の廃止を求める意見書の提出について
否決 ×××●××××●●●議

長政府の恣意的運用を可能にし、立法事実のない土地利用規制法に反対す
るため意見書を提出する。

発議
第10号

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立て等に使用しないことを求
める意見書の提出について

可決 ××●●●●●×●×●議
長1945年4月の沖縄戦で日本兵等の多くの方がなくなった。遺骨の入った土砂

を埋め立てに使うことは、人道上許されないことから本意見書を提出する。

発議
第11号

国際人権基準に則った出入国管理及び難民認定法改正を求める意見書
の提出について

否決 ×××●××××●×●議
長入管収容及び難民認定制度は難民申請者に対して差別的な対応をするこ

とが事態化していることから、本意見書を提出する。

発議
第12号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意
見書の提出について

可決 ×●●●●●●●●●●議
長新型コロナウイルス感染症の拡大は、我が国の各方面に甚大な経済的・社

会的影響を及ぼしており、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足
が避けられない。地方交付税等の一般財源の確保を求める。

９月 議会定例会� 　（８月27日～９月15日）
議
　
案

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
地
方
税

減
収
補
填
特
別
交
付
金

�

２
５
９
６
万
３
千
円

小
学
校
施
設
改
修
事
業

�

８
８
１
万
１
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
実
施
さ
れ
た
中
小
企

業
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
に
伴
う
も
の

・
菅
谷
小
学
校
屋
上
防
水

改
修
工
事

・
志
賀
小
学
校
体
育
館

ト
イ
レ
改
修
工
事

武
蔵
嵐
山
駅
西
口
地
区

整
備
事
業

�

１
８
９
４
万
１
千
円

　
先
行
取
得
用
地
買
戻
し
、

駅
西
口
２
箇
所

財
政
調
整
基
金
管
理

事
業

�

３
億
７
０
０
０
万
円

　
今
回
の
積
み
立
て
で
積

立
金
残
高
は
６
億
３
０
０

５
万
円
に
な
る

農
業
者
支
援
事
業

�

３
６
３
万
１
千
円

　
千
年
の
苑
事
業
駐
車
場

及
び
観
光
手
芸
施
設
に
係

る
土
地
購
入
費
等

介
護
給
付
・
訓
練
等

給
付
金
事
業

�

１
９
５
７
万
７
千
円

　
短
期
入
所
、
生
活
介
護

等
の
利
用
者
の
増
加

会 計 名 補正前 補正額 補正後
一般会計 61億 9111万円 4億 9715万円 66億 8826万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 17億 3890万円 6826万円 18億 0716万円

後期高齢者医療 2億 4240万円 341万円 2億 4581万円

介 護 保 険 14億 1700万円 1億6293万円 15億 7993万円

水
道
会
計

収 益 的 収 入 5億 0916万円 377万円 5億 1294万円

収 益 的 支 出 4億 8761万円 △368万円 4億 8392万円

資 本 的 支 出 2億 7991万円 20万円 2億 8012万円

下
水
道
事
業

収 益 的 支 出 5億 7324万円 205万円 5億 7530万円

資 本 的 収 入 2億 3260万円 221万円 2億 3481万円

資 本 的 支 出 2億 9417万円 200万円 2億 9617万円

一般
会
計 

補
正
予
算

手厚い新型コロナ感染対策特別交付金

4億8284万5千円を追加
子育て世帯に児童手当プラス1万円の給付

1430万8千円を追加

補正予算
第2号

補正予算
第3号

対象者
1768人
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議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

一般質問

10人の議員が町政を問う
一般質問とは
　議員が、定例会において、町の行財政全般にわたって、町に対し疑問点を
ただし、所信の表明を求めるものです。それにより、現行の政策を変更、是
正させあるいは新規の政策を採用させたりするものです。一人の議員の持ち
時間は、質問、答弁を含めて100分以内です。

１ 山
や ま だ

田　良
よし

秋
あき

質問事項 ◆ワクチン接種について
◆町の表彰制度について

（質問順）

◆�質問事項のうち、網掛け部分につい
ては、記事を掲載してあります。

１

７ 青
あおやぎ

柳　賢
け ん じ

治
質問事項 ◆�新型コロナウイルス感染症の陽性者や

家族、学校施設等への支援について
◆�嵐山町としてのテレビ・新聞報
道への在り方について

７
２ 大

お お の

野　敏
とし

行
ゆき

質問事項 ◆むさし台交差点について
◆�町の財産（資産）の活用を積極的
にするには

２

８ 渋
し ぶ や

谷　登
と み こ

美子
質問事項 ◆気候変動抑止の政策策定について

◆ヤングケアラーへの対応について
◆�コロナ感染症の福祉的対応につ
いて

８
３ 松

まつもと

本　美
み こ

子
質問事項 ◆高齢者の見守りについて

◆上水道について
◆下水道について

３

９ 長
ながしま

島　邦
く に お

夫
質問事項 ◆農地の活用について

◆�デジタル庁創設からの対応につ
いて

９

４ 川
かわぐち

口　浩
ひ ろ し

史
質問事項 ◆不許可の盛土の対応について

◆通学路の安全について
◆園児の安全について
◆新型コロナ感染について
◆ラベンダー園について
◆�嵐山町審議会等の会議の公開に
係る傍聴要領の改正について

４

10 藤
ふ じ の

野　和
か ず み

美
質問事項 ◆新型コロナの感染対策について

◆�種苗法改正による町内農業者へ
の影響について
◆小麦農林61号について

10

５ 犾
いず

守
もり

　勝
かつ

義
よし

質問事項 ◆�嵐山町の災害ハザードマップに
ついて
◆�支え合いマップ（災害時等要援護
者情報台帳）について
◆�嵐山町「都幾川桜堤」のウォー
キングコースについて
◆町有財産収入について

５

６ 畠
はたけやま

山　美
み ゆ き

幸
質問事項 ◆�高齢者を対象とした「スマホ教室」

の実施について
◆町民の移動手段について
◆広野２区に避難路開通について

６ 議案番号 全員賛成の町長提出議案

報告
第4号

令和２年度嵐山町健全化判断比率の報告について

地方公共団体の財政健全化判断比率について監査委員の意
見書をつけて報告するもの。

報告
第5号

令和２年度嵐山町資金不足比率の報告について

令和2年度嵐山町資金不足比率について監査委員の意見書
をつけて報告するもの。

諮問
第2号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の任期に伴い、新たに大澤智恵子氏を推薦す
るもの。

同意
第3号

嵐山町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ
いて
教育委員会委員舩戸美津子氏の任期が満了することにつき、
引き続き同意を求めるもの。

同意
第4号

嵐山町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を
求めることについて

固定資産評価審査委員会委員関根盛敏氏の任期が満了する
ことにつき、引き続き同意を求めるもの。

議案
第38号

嵐山町事務手数料条例の一部を改正することについて

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に
関する法律の一部改正等に伴い、手数料を改正するもの。

議案
第39号

令和３年度嵐山町一般会計補正予算（第２号）議定について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ4億8284万5千円を増額し、
総額66億7396万1千円とするもの。

議案
第40号

令和３年度嵐山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議定について
歳入歳出予算の総額にそれぞれ6826万8千円を増額し、総額
18億716万8千円とするもの。

議案
第41号

令和３年度嵐山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）議定について
歳入歳出予算の総額にそれぞれ341万4千円を増額し、総額2
億4581万4千円とするもの。

議案
第42号

令和３年度嵐山町介護保険特別会計補正予算（第１号）議定
について
歳入歳出予算の総額にそれぞれ1億6293万7千円を増額し、
総額15億7993万7千円とするもの。

議案
第43号

令和３年度嵐山町水道事業会計補正予算（第１号）議定につ
いて
収益的収入に377万5千円を増額し、5億1294万3千円に、
収益的支出に368万7千円を減額し、4億8392万9千円に、
資本的支出に20万4千円を増額し、2億8012万円とするもの。

議案番号 全員賛成の町長提出議案

議案
第44号

令和３年度嵐山町下水道事業会計補正予算（第１号）議定
について
収益的支出に205万5千円を増額し5億7530万4千円に、資
本的収入に221万3千円を増額し2億3481万3千円に、資本
的支出に200万円増額し、2億9617万8千円とするもの。

認定
第2号

令和２年度嵐山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算総額は20億6966万5119円、歳出総額は20億92万
6358円、歳入歳出差引額は6873万8761円となった。

認定
第3号

令和２年度嵐山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入決算総額は2億3316万6285円、歳出決算総額は2億29
25万2130円、歳入歳出差引額は391万4155円となった。

認定
第4号

令和２年度嵐山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入決算総額は15億810万7698円、歳出合計総額は13億50
74万3485円、歳入歳出差引額は1億5736万4213円となった。

認定
第5号

令和２年度嵐山町水道事業会計決算認定について

収益的収入決算額は5億2003万9705円、収益的支出決算額
は4億1935万6137円、資本的収入決算額は0円、資本的支出
決算額は1億3039万317円。

認定
第6号

令和２年度嵐山町下水道事業会計決算認定について

収益的収入決算額は6億1946万4671円、収益的支出決算額
は5億9765万5459円、資本的収入決算額は1億7834万360
円、資本的支出決算額は2億5299万7946円。

議案
第45号

滑川町の公の施設の区域外設置に関する協議について

滑川町の町道を嵐山町の区域に設置することことに関し、協
議するため議決を求めるもの。

議案
第46号

令和２年度嵐山町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

地方公営企業法第32条第2項の規定で、令和2年度水道事
業会計決算に伴う未処分利益剰余金の処分をするもの。

議案
第47号

令和２年度嵐山町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
について

地方公営企業法第32条第2項の規定で、令和2年度下水道
事業会計決算に伴う未処分利益剰余金の処分をするもの。

議案
第48号

令和３年度嵐山町一般会計補正予算（第3号）議定について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ1430万8千円を増額し、総額
66億8826万9千円にするもの。

議案
番号

賛否の分かれた町長提出議案等
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました。

審議
結果

小
林　
　
智

山
田　
良
秋

犾
守　
勝
義

藤
野　
和
美

大
野　
敏
行

畠
山　
美
幸

長
島　
邦
夫

青
柳　
賢
治

川
口　
浩
史

松
本　
美
子

渋
谷
登
美
子

森　
　
一
人

認定
第１号

令和２年度嵐山町一般会計歳入歳出決算認定について
認定 ●●●×●●●●×●×議

長歳入決算総額は86億9599万4106円、歳出決算総額は83億2062万7685
円、歳入歳出差引額は3億7536万6421円となった。

同意
第5号

嵐山町監査委員の選任につき同意を求めることについて
同意 ●●●●●●●●×●×議

長
長島邦夫氏の選任につき議会の同意を求める。

令和３年第３回定例会 　提出議案と結果（８月27日召集）
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組
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会
報
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山田　良秋 議員

コ
ロ
ナ
の
終
焉
を

強
く
望
む

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
町
の
表
彰
制
度
の
充
実

　

�

未
接
種
の
方
の
接
種
機
会
の
確
保
に
努
め
る

町内のワクチン接種実施の医院＝ R3.9. ３

大野　敏行 議員

稼
ぐ
た
め
に
は

何
を
す
る

町
内
の
資
産
を
積
極
的
に
活
用
す
る
に
は

　

�

前
向
き
に
調
査
検
討
し
ま
す

遠山地区に設置された「かえる」のピザ窯
今後の活用、活性化が期待されます＝ R3.9.15

町
の
接
種
状
況
と
副

反
応
に
つ
い
て
。
　

健
康
い
き
い
き
課
長

８
月
11
日
時
点
で
、

65
歳
以
上
の
対
象
者
が

６
２
０
８
人
で
、
１
回
目

５
３
１
７
人
、
２
回
目
５

２
０
７
人
、
町
全
体
で
は
、

対
象
者
１
万
６
５
６
３
人

で
、
１
回
目
９
２
４
８
人
、

（
55･

８
％
）、
２
回
目
６

９
９
８
人（
42･

３
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
副
反
応
は
、

厚
労
省
報
告
で
は
、
発
熱

14･

３
％
、
次
に
倦
怠
感

９･

２
％
、
頭
痛
８･

３
％

の
報
告
で
あ
る
。
町
で
は
、

接
種
後
「
か
ゆ
み
」「
手

指
の
し
び
れ
」「
め
ま
い
」

等
を
訴
え
る
方
が
い
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
２

回
受
け
た
町
民
で
新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
人

は
い
る
か
。

健
康
い
き
い
き
課
長

２
回
接
種
後
の
感
染

者
の
報
告
は
な
い
。

今
後
の
接
種
の
見
通

し
に
つ
い
て
。

健
康
い
き
い
き
課
長

19
歳
以
上
の
方
が
10

月
４
日
ま
で
、
18
歳
以
下

及
び
19
歳
以
上
で
未
接
種

の
方
は
、
10
月
５
日
か
ら

11
月
15
日
を
予
定
し
て
い

る
。
接
種
で
き
な
か
っ
た

方
の
機
会
は
、
検
討
し
て

い
る
。今

後
の
接
種
の
啓
蒙

に
つ
い
て
。

健
康
い
き
い
き
課
長

引
き
続
き
、
該
当
者

へ
の
通
知
や
広
報
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
す
る
。

町
の
表
彰
制
度

町
の
表
彰
制
度
の
種

類
に
つ
い
て
。

参
事
兼
総
務
課
長

嵐
山
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
地
方
自
治
、
産

業
、
教
育
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛

生
、
青
少
年
健
全
育
成
、

交
通
安
全
、
環
境
及
び
優

れ
た
善
行
と
幅
広
い
分
野

に
お
け
る
功
績
を
対
象
と

し
、
各
課
を
は
じ
め
、
地

域
、
関
係
団
体
等
か
ら
推

薦
の
あ
っ
た
候
補
者
に
つ

い
て
功
績
表
彰
審
査
委
員

会
に
お
い
て
審
査
し
、
被

表
彰
者
を
決
定
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
嵐
山
町
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
運
用
基
準
に

基
づ
き
、「
功
労
賞
」「
栄

光
賞
」「
優
秀
選
手
賞
」
を

毎
年
５
月
実
施
の
嵐
山
町

ヘ
ル
シ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
10
月
実

施
の
町
民
体
育
祭
に
お
い

て
表
彰
し
て
い
る
。

表
彰
状
よ
り
盾
が
現

代
の
部
屋
の
構
造
に

は
適
し
て
い
る
と
思
う
が
、

検
討
で
き
な
い
か
。

参
事
兼
総
務
課
長

重
要
な
視
点
だ
と
考

え
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

過
去
、
町
一
番
と
い

う
表
彰
が
あ
っ
た
が

復
活
で
き
な
い
か
。

町
長　
表
彰
規
定
に

幅
広
い
分
野
と
い
う

規
定
が
あ
る
。
こ
の
規
定

を
最
大
限
に
生
か
す
方
法

も
あ
る
。

嵐
山
町
は
自
然
豊
か

な
地
で
す
。
設
備
投

資
を
し
な
く
て
も
、
外
部

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
出
来

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
美
味
し
い
水
を
販
売
し

て
は
。

②
遠
山
地
区
を
観
光
農
園

に
さ
れ
て
は
。

③
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
周
辺
に

市
民
農
園
を
開
設
し
、
年

間
を
通
し
て
人
々
が
来
て

く
れ
る
居
場
所
を
作
っ
て

は
。

④
町
内
に
点
在
す
る
竹
藪

の
整
理
も
含
め
、
タ
ケ
ノ

コ
を
販
売
し
て
は
。

上
下
水
道
課
長
　
①

初
め
か
ら
販
売
で
は

な
く
、
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
す

る
な
ら
、
無
料
配
布
又
は

非
常
用
備
蓄
水
に
す
る
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

企
業
支
援
課
長
　
②
当
地

区
は
有
効
な
観
光
地
と
捉

え
て
い
ま
す
が
、農
地
法・

都
市
計
画
法
な
ど
の
法
律

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

農
政
課
長
　
③
近
隣
の
利

用
状
況
や
町
民
の
ニ
ー
ズ

な
ど
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
の
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

農
政
課
長
　
④
農
産
物
直

売
所
で
の
タ
ケ
ノ
コ
出
荷

者
は
22
名
と
聞
い
て
い
ま

す
。
最
盛
期
に
は
飽
和
状

態
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

水
田
で
は
既
に
有
機

農
業
の
指
導
を
さ
れ

て
い
る
方
や
畑
地
で
は
外

部
の
方
た
ち
が
、
か
え
る

の
ピ
ザ
窯
を
作
り
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
元
に
働

き
か
け
る
な
ら
今
が
チ
ャ

ン
ス
と
思
い
ま
す
。

企
業
支
援
課
長
　
ト

イ
レ
や
駐
車
場
も
含

め
動
向
を
調
査
し
ま
す
。

水
煮
に
し
て
量
が
ま

と
ま
れ
ば
、
販
売
を

し
て
い
た
だ
け
る
企
業
が

あ
り
ま
す
。
嵐
山
町
だ
け

で
は
量
が
足
り
な
い
の
で

「
鳩
山
・
毛
呂
山
・
越
生
・

と
き
が
わ
・
嵐
山
」
５
地

区
の
関
係
議
員
で
話
を
進

め
て
い
ま
す
。
加
工
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。
候
補
地
な

ど
の
ご
支
援
が
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

農
政
課
長
　
広
域
に

ま
た
が
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
調
査
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
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松本　美子 議員

安
心
・
安
全
で
健

康
寿
命
の
向
上
を

高
齢
者
対
策
に
積
極
的
な
支
援
を

　

�

孤
立
、孤
独
、虐
待
、認
知
症
等
に
取
り
組
ん
で
い
る

川口　浩史 議員

議
会
傍
聴
は
水
を
飲

め
る
の
に
、
ま
だ
ま

だ
町
は
古
い
体
質
だ

ぷらっと嵐トレ菅谷８区＝ R3.5.31

　　　【令和３年６月検針分　口径別世帯数】 （単位：件）

口　径 自己水
第１配水エリア

自己水
第２配水エリア

県水+自己水
第3配水エリア

13ミリ 3,268 3,532 617
20ミリ 386 275 41
25ミリ 40 9 22
30ミリ 19 9 17
40ミリ 13 4 9
50ミリ 2 4 15
75ミリ 3 3 2
100ミリ 1 0 1
合　計 3,732 3,836 724

本
町
に
は
不
許
可
の
盛
土
が
あ
る
が
流
失
の
恐
れ
は
な
い
か

　

�

歩
い
て
確
認
し
た
が
異
常
は
な
か
っ
た

埋め立て当初大きなひび割れがあった＝H29.8.23、千手堂

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
見
守
り
活
動

は
。

長
寿
生
き
が
い
課
長

職
員
、
看
護
師
に
よ

る
見
守
り
活
動
の
実
施
。

令
和
３
年
７
月
現
在
対
象

者
は
85
人
で
あ
る
。

支
え
合
い
活
動
の
普

及
啓
発
は
地
域
住
民

の
協
力
も
重
要
と
思
い
ま

す
が
。長

寿
生
き
が
い
課
長

近
所
の
方
の
協
力
は

不
可
欠
で
あ
る
。
地
区
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
て
、
月
１
回

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
い

る
地
域
も
あ
る
。

見
守
り
協
力
事
業
者

数
と
活
動
は
。

長
寿
生
き
が
い
課
長

協
力
者
の
内
訳
は
、

事
業
者
85
、
団
体
11
、
個

人
５
、
総
数
１
０
１
。
通

常
の
生
活
の
中
で
心
配
な

方
を
発
見
し
た
場
合
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
活

動
を
し
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
対
策

と
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
現
状
は
。

長
寿
生
き
が
い
課
長

認
知
症
カ
フ
ェ
、
徘

徊
高
齢
者
位
置
情
報
探
索

サ
ー
ビ
ス
、
徘
徊
高
齢
者

見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
認

知
予
防
の
た
め
脳
の
健
康

教
室
や
認
知
症
初
期
集
中

支
援
事
業
と
し
て
、
自
宅

へ
認
知
症
専
門
医
と
医

療
・
介
護
の
専
門
職
が
訪

問
し
て
い
る
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
平

成
21
年
か
ら
55
回
開
催
し

て
、
１
５
９
６
人
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
。
今
年

度
は
小
学
５
年
生
、
中
学

３
年
生
を
対
象
に
実
施
す

る
予
定
。

上
水
道
の
現
状

県
水
＋
自
己
水
の
ブ

レ
ン
ド
水
、
自
己
水

の
口
径
別
世
帯
数
は
。

上
下
水
道
課
長
　
水

道
事
業
は
３
つ
の
エ

リ
ア
に
分
け
て
配
水
し
て

い
る
＝
表
参
照
。

下
水
道
の
現
状

町
管
理
型
浄
化
槽
整

備
事
業
の
現
状
は
。

上
下
水
道
課
長
　
平

成
24
年
度
か
ら
５
０

０
基
を
整
備
目
標
に
10
年

間
進
め
、
３
３
５
基
の
転

換
を
図
っ
た
。

静
岡
県
熱
海
市
で
大

規
模
な
土
砂
流
失
が

置
き
甚じ

ん

大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
本
町
で
は
千
手
堂

と
鎌
形
の
山
に
不
許
可
の

埋
立
て
が
あ
る
。
両
埋
立

て
地
の
土
砂
流
失
を
心
配

す
る
が
流
失
の
恐
れ
は
な

い
の
か
。

環
境
課
長
　
両
地
を

歩
い
て
確
認
し
た
が

異
常
は
な
か
っ
た
。

両
地
は
町
の
条
例
に

よ
り
懲
役
又
は
罰
金

に
該
当
す
る
と
思
う
が
対

応
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
。環

境
課
長
　
千
手
堂

は
土
砂
の
搬
出
が
若

干
あ
っ
た
の
で
今
後
の
搬

出
状
況
を
見
た
い
。
告
発

の
準
備
は
す
す
め
て
い
る
。

ま
た
鎌
形
は
土
砂
の
搬
出

を
お
こ
な
う
意
向
を
示
し

て
い
る
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
状
態
で
あ
る
。
原
状
回

復
が
さ
れ
る
よ
う
交
渉
を

し
て
い
く
。

通
学
路
の
歩
道
設

置
状
況
は

千
葉
県
八
街
市
で
酒

酔
い
運
転
の
ト
ラ
ッ

ク
が
下
校
中
の
児
童
に

突
っ
込
み
死
傷
事
故
を
起

こ
し
た
。
酒
酔
い
運
転
が

い
か
に
痛
ま
し
い
事
故
を

起
こ
す
か
で
あ
る
が
同
時

に
こ
の
通
学
路
は
歩
道
が

な
か
っ
た
。
本
町
で
も
歩

道
の
な
い
通
学
路
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た

対
策
は
と
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
歩
道
も
車
道
外

側
線
も
な
い
道
路
は
18･

９
㎞
で
全
体
の
１
割
程
度

あ
る
。
幅
員
の
狭
い
道
路

が
要
因
で
あ
る
。
ま
た
対

策
と
し
て
看
板
を
設
置
し

た
り
、
地
域
の
方
の
登
下

校
の
見
守
り
を
継
続
し
て

安
全
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

傍
聴
時
の
飲
み
物

は
飲
め
る
よ
う
に

で
き
な
い
か

町
の
審
議
会
等
の
傍

聴
に
は
飲
み
物
を
飲

む
こ
と
が
で
き
な
い
規
定

に
な
っ
て
い
る
。
エ
ア
コ

ン
が
効
い
て
い
て
も
水
分

補
給
は
適て

き

宜ぎ

必
要
だ
。
改

正
を
。

総
務
課
長
　
議
事
運

営
に
支
障
と
な
る
行

為
を
禁
じ
て
い
る
の
で
改

正
す
る
考
え
は
な
い
。

水
分
補
給
で
ど
ん
な

支
障
が
生
じ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
具
体
的

な
こ
と
は
思
い
つ
か

な
い
。
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犾守　勝義 議員

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

災
害
が
起
こ
ら
な

い
こ
と
を
願
う

町
の
が
け
崩
れ
危
険
指
定
37
か
所
、
現
況
に
変
化
は

　

��

追
加
の
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い

春の都幾川桜堤＝町のホームページから

千葉県九十九里町高齢者買い物支援 =社会福祉協議会

畠山　美幸 議員

皆
さ
ん
は
自
分
で

選
ん
で
買
い
物
が

し
た
い
！

社
会
福
祉
協
議
会
主
体
の
高
齢
者
買
い
物
支
援
の
考
え
は

　

�

現
実
的
で
あ
る
が
、今
は
タ
ク
シ
ー
券
を
フ
ル
活
用
し
た
い

嵐
山
町
の
災
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て⑴
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

ア 

嵐
山
町
に
は
急
傾
斜

地
の
崩
壊
（
が
け
崩
れ
）

の
危
険
指
定
が
37
か
所
、

そ
の
う
ち
の
35
か
所
が
特

別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ

ー
ン
）
と
の
こ
と
だ
が
、

現
在
も
こ
の
状
況
に
変
化

は
な
い
か
。

イ 

警
戒
地
域
に
住
ん
で

い
る
町
民
へ
の
周
知
は
徹

底
し
て
い
る
か
。

⑵
「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

⑴
地
域
支
援
課
長

ア 

現
時
点
で
は
、

県
は
追
加
の
基
礎
調
査
を

実
施
す
る
予
定
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。

イ 

埼
玉
県
と
町
の
共
催

で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

区
域
指
定
を
し
て
い
る
の

で
、
住
民
の
方
に
は
危
険

な
箇
所
に
住
ん
で
い
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
警

報
発
令
時
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内

20
戸
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

内
７
戸
、
計
27
戸
の
対
象

世
帯
に
対
し
、
大
雨
警
報

（
土
砂
災
害
）
レ
ベ
ル
３

の
発
令
を
目
途
に
直
接
電

話
等
で
今
後
の
雨
量
や
避

難
所
の
開
設
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
レ

ベ
ル
４
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
場
合
、
電
話
等
で
直
接

避
難
指
示
を
発
令
す
る
。

⑵
本
年
度
作
成
予
定
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
震

に
加
え
て
、
埼
玉
県
が
公

表
し
た
水
害
リ
ス
ク
情
報

図
に
基
づ
く
浸
水
想
定
エ

リ
ア
（
河
川
氾
濫
）
と
農

業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ

る
浸
水
想
定
エ
リ
ア
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
重
ね

合
わ
せ
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
履
行
期
限
を
地
域

防
災
計
画
の
改
定
に
合
わ

せ
令
和
４
年
３
月
25
日
と

設
定
し
、
家
庭
配
布
は
、

来
年
３
月
か
ら
５
月
頃
を

予
定
し
て
い
る
。

今
年
度
、
内
容
の
見

直
し
を
し
た
、
町
民

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
聞

く
。

⑴
現
在
の
利
用
者
は
。

⑵
地
域
交
通
を
考
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ

Ｔ
）
は
ま
だ
継
続
し
て
い

る
か
。

⑶
公
共
交
通
機
関
が
な
い

た
め
に
、
高
齢
者
を
中
心

と
す
る
買
い
物
難
民
を
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。長

寿
生
き
が
い
課
長

⑴
７
月
末
現
在
、
高

齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
交
付
者
数
は
８

７
１
人
。
内
訳
は
66
歳
～

69
歳
は
27
人
、
70
歳
～
74

歳
は
１
１
２
人
、
75
歳
以

上
は
７
３
２
人
。
延
べ
利

用
件
数
は
７
１
１
４
件
、

利
用
金
額
は
３
５
５
万
７

千
円
で
あ
る
。

⑵
令
和
元
年
6
月
、
Ｐ
Ｔ

を
設
置
し
、「
生
活
サ
ポ
ー

ト
事
業
所
」
は
、
町
単
独

で
事
業
の
見
直
し
は
難
し

く
、
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
含
め
総
合
的
に
検
討
す

る
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

第
６
次
嵐
山
町
総
合
振
興

計
画
策
定
の
た
め
実
施
し

た
住
民
意
識
調
査
の
結
果

も
考
慮
し
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。
最
終
報

告
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
や
県
の
「
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
再
編
事
業
」
の
報

告
が
遅
れ
た
こ
と
等
に
よ

り
今
年
度
中
に
行
う
予
定

で
あ
る
。

⑶
現
在
は
全
町
民
を
対
象

と
し
た
具
体
案
は
な
い
が
、

Ｐ
Ｔ
の
最
終
報
告
と
県
の

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
利
用
し

た
「
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編

事
業
」
の
報
告
書
等
を
参

考
に
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。
高
齢
者
に
つ
い

て
は
検
討
を
し
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

に
よ
り
事
業
化
が
進
ま
な

い
。

⑶
九
十
九
里
町
で
高

齢
者
買
い
物
支
援
を

社
協
が
実
施
し
て
い
る
。

合
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
車
の
乗
降
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

嵐
山
町
に
あ
っ
て
い
る
と

思
う
が
考
え
は
。

町
長
　
移
動
販
売
車

事
業
の
申
し
込
み
が

あ
り
支
援
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
担
当
課
で
も
生
活

体
制
支
援
を
検
討
し
て
お

り
、
ご
提
案
の
や
り
方
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
一
休
み

用
の
ベ
ン
チ
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
励

む
町
民
が
多
く
な
っ

た
。
多
く
の
人
は
、
「
都

幾
川
桜
堤
」
の
コ
ー
ス
を

好
ん
で
歩
い
て
い
る
よ
う

だ
。
町
民
の
「
一
休
み
用

の
ベ
ン
チ
か
切
り
株
で
も

あ
る
と
助
か
る
」
と
い
う

声
も
あ
る
。
２
、３
か
所

に
置
い
て
欲
し
い
が
、
考

え
は
。企

業
支
援
課
長
　
都

幾
川
桜
堤
は
、
学
校

橋
か
ら
八
幡
橋
の
間
、
約

２
㎞
の
距
離
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
河
川
管
理
者
の
東

松
山
県
土
整
備
事
務
所
の

指
導
を
受
け
、
設
置
の
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

ス
タ
ー
ト
す
る
の
が
現
実

的
で
あ
る
が
、
今
は
タ
ク

シ
ー
券
を
フ
ル
活
用
し
て

い
き
た
い
。
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問
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告

一
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事
務
組
合

委
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会
報
告

青柳　賢治 議員

顔
が
見
え
な
い
な

ら
放
送
で

自
宅
療
養
者
へ
防
災
無
線
で
支
援
の
呼
び
か
け
を

　

�

直
接
届
く
可
能
性
が
あ
る
、
し
っ
か
り
検
討
す
るラベンダー放映、嵐山の印象度アップ＝ R3.6.22

渋谷登美子 議員

地
球
温
暖
化
で
気
温

40
度
が
続
く
生
活
は

過
酷
で
す
。

気
候
変
動
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を

　

�

適
宜
適
切
な
時
期
に
宣
言
し
た
い

出展）温室効果ガスインベントリオフィス／
　　　全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト

2019年の日本の二酸化炭素排出量は

注 1）石炭　0.0％は、数 10年前家庭で石炭を利用していたが、近年利用は０。
注 2）熱　　0.02％は電力会社等から購入する熱に由来するものだが、利用はわずか。

注1
注 2

陽
性
者
や
家
族
、

学
校
施
設
等
へ
の

支
援
を
聞
く
。

⑴
陽
性
者
や
家
族
へ

の
支
援
。

⑵
幼
稚
園
、
小
中
学
校
へ

の
支
援
。

⑶
保
育
園
、
学
童
保
育
室

へ
の
支
援
。

健
康
い
き
い
き
課
長

⑴
町
と
し
て
陽
性
者

の
把
握
は
で
き
な
い
。
埼

玉
県
の
「
自
宅
療
養
さ
れ

る
方
へ
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

し
て
い
る
。
家
族
等
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
検
討
、

対
応
す
る
。

陽
性
者
の
把
握
が
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば

防
災
無
線
で
困
り
ご
と
が

な
い
か
呼
び
か
け
て
は
。

町
長　
直
接
陽
性
者

に
届
く
可
能
性
が
あ

る
の
で
し
っ
か
り
検
討
す

る
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
⑵
感
染
リ
ス
ク

の
低
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
す
る
。
児
童
生
徒

が
感
染
者
と
な
り
学
校
を

休
む
こ
と
に
な
っ
た
場
合

も
含
め
不
安
を
感
じ
て
い

る
子
供
も
い
る
の
で
、
各

学
校
で
は
学
級
担
任
、
さ

わ
や
か
相
談
員
、
養
護
教

諭
等
を
中
心
に
気
軽
に
な

ん
で
も
話
し
合
え
る
体
制

を
つ
く
り
、
相
談
に
あ
た

っ
て
い
る
。

福
祉
課
長　
⑶
国
、

県
の
補
助
金
を
活
用

し
、
備
品
及
び
消
耗
品
の

購
入
や
職
員
へ
の
手
当
と

し
て
補
助
金
を
支
出
。
学

童
保
育
室
は
８
月
16
日
よ

り
登
室
自
粛
を
お
願
い
し

て
い
る
。
家
族
で
体
調
不

良
の
方
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
た
方
が
い
る
場
合
児

童
の
登
園
自
粛
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。
で
き
る

限
り
早
い
段
階
で
の
感
染

予
防
に
努
め
る
。

嵐
山
町
の
報
道

�

感
じ
、
い
い
ね

町
に
関
す
る
報
道
の

管
理
は
。

地
域
支
援
課
長　
担

当
課
の
判
断
で
各
報

道
機
関
へ
、
そ
の
後
地
域

支
援
課
に
報
告
。

放
映
予
定
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き

な
い
か
。

地
域
支
援
課
長　
町

民
に
お
知
ら
せ
し
た

い
。

Ⅰ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
）
第
６
次
評
価
に

つ
い
て
の
見
解
を
聞
く
。

町
長
　
気
候
の
現
状

で
は
、
人
間
の
影
響

が
大
気
・
海
洋
及
び
陸
域

を
温
暖
化
さ
せ
て
き
た
こ

と
に
は
疑
う
余
地
が
な
い

と
言
い
切
っ
て
い
る
。
将

来
あ
り
う
る
気
候
で
は
、

向
こ
う
数
十
年
の
あ
い
だ

に
二
酸
化
炭
素
及
び
そ
の

他
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
大
幅
に
減
少
し
な
い

限
り
21
世
紀
中
に
地
球
温

暖
化
は
1.5
℃
及
び
２
℃
を

超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

リ
ス
ク
評
価
と
地
域
適
応

で
は
、
同
時
多
発
的
な
変

化
が
益
々
経
験
さ
れ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
気
候

変
動
の
抑
制
で
は
、
人
為

的
な
地
球
温
暖
化
を
制
限

す
る
に
は
、
少
な
く
て
も

二
酸
化
炭
素
ゼ
ロ
排
出
を

達
成
し
、
他
の
温
室
効
果

ガ
ス
も
大
幅
に
減
少
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。
日
本

の
昨
今
の
気
象
状
況
か
ら
、

Ⅰ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
６
次
評
価

報
告
書
は
納
得
せ
ざ
る
を

え
ず
、
真
摯
に
傾
聴
す
る

に
値
す
る
。

環
境
省
の
方
針
を
活

用
し
、
嵐
山
町
ス
ト

ッ
プ
温
暖
化
計
画
を
再
構

築
す
べ
き
だ
が
、
考
え
は
。

環
境
課
長
　
環
境
省

は
、
５
年
間
か
け
て

自
治
体
を
支
援
す
る
予
定
。

町
は
適
宜
適
切
な
時
期
に
、

見
直
し
た
い
。

嵐
山
町
も
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
宣
言
し
、
早
急

に
気
候
変
動
対
策
の
確
立

を
。

環
境
課
長
　
国
の
取

組
方
針
、
埼
玉
県
内

の
自
治
体
の
動
向
を
見
極

め
、
適
宜
適
切
な
時
期
に

宣
言
し
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
を

埼
玉
県
の
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
条
例
に

よ
る
事
態
調
査
で
は
、
高

校
生
等
の
約
4
％
に
当
た

る
人
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
し
て
家
族
の
介
護
や
育

児
を
行
っ
て
い
る
。
嵐
山

町
の
実
態
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
現
段
階
で
は
調

査
し
て
い
な
い
た
め
、
実

数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

が
、
こ
ど
も
の
変
化
に
学

校
教
職
員
は
気
が
付
き
や

す
い
の
で
早
期
に
発
見
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ

支
援
を
し
た
い
。
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委
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会
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告

一
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質
問

一
般
質
問

契
約
期
間
終
了
で
の
返
還
か
、再
貸
し
付
け
と
な
る
判
断
は

　

��

貸
し
手
、
受
け
手
と
な
る
地
域
担
い
手
の
状
況
な

ど
、双
方
の
意
向
か
ら
判
断
と
な
る

長島　邦夫 議員

秋
の
実
り
、
稲

穂
の
色
づ
き
は

期
待
大
‼

秋の実りと夕焼け＝Ｒ3.9.13

人気品種「べにはるか」農研機構のHPより

藤野　和美 議員

新
型
コ
ロ
ナ
は
無

症
状
者
の
発
見
と

隔
離
が
大
事

保
健
所
か
ら
感
染
状
況
が
伝
わ
ら
な
い
問
題
は

　

�

県
に
申
し
入
れ
を
す
る

千
年
の
苑
は
農
地
バ

ン
ク
の
活
用
か
ら
達

成
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
今
後
、
契
約
期
間

（
10
年
）
終
了
時
に
返
還

か
、
再
度
貸
付
か
、
決
め

ら
れ
る
と
地
権
者
は
認
識

し
て
い
る
が
。

農
政
課
長
　
平
成
28

年
に
鎌
形
地
内
の
９

･

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
。
契
約
期
間
10
年

が
終
了
す
る
前
に
、
貸
し

手
、
受
け
手
と
な
る
地
域

の
担
い
手
の
状
況
な
ど
、

双
方
の
意
向
を
考
慮
し
て

判
断
と
な
る
。

営
農
集
団
、
認
定

農
業
者
等
の
支
援

に
つ
い
て

優
良
農
地
で
あ
っ
て

も
未
耕
作
地
が
見
受

け
ら
れ
る
。
認
定
農
業
者

等
に
耕
作
依
頼
を
願
う
が
、

増
え
る
耕
作
依
頼
に
応
じ

切
れ
な
い
状
況
と
も
聞
く
。

営
農
集
団
の
あ
り
方
、
支

援
等
に
つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長
　
組
織
化

し
た
営
農
集
団
は
、

生
産
性
の
向
上
、
効
率
化

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

共
同
利
用
機
械
等
の
導
入

も
国
か
ら
事
業
費
の
一
部

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。町

の
農
地
の
６
、７

割
を
担
う
集
団
の
弱

体
化
は
農
地
維
持
に
致
命

的
と
な
る
。
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
よ
う
な
画
期
的
な
農
業

組
織
の
構
築
は
。

町
長
　
今
後
の
農
業

活
性
化
に
は
法
人
化

し
た
農
業
集
団
の
推
進
、

育
成
、
農
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、

人
材
育
成
が
大
変
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。
主

眼
に
置
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
技
術

の
推
進
に
つ
い
て

町
に
お
い
て
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
者
が
拡
大
し
、
住
民

の
方
に
理
解
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
今
後
の
使
用

の
変
化
に
つ
い
て
伺
う
。

町
民
課
長
　
健
康
保

険
証
利
用
か
ら
始
ま

り
、
運
転
免
許
証
情
報
の

一
体
化
及
び
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
掲
載
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

更
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
の
申
請
、

官
民
問
わ
ず
の
利
用
が
想

定
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
第
５
波
と
な
り
、

町
内
で
も
感
染
者
が
増
え

続
け
て
い
る
。

⑴
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

は
。

⑵
小
中
学
校
等
の
教
職
員

な
ど
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
考
え
は
。

健
康
い
き
い
き
課
長

⑴
12
歳
以
上
が
、
11

月
15
日
ま
で
に
終
了
予
定
。

⑵
考
え
て
い
な
い
。

副
反
応
等
で
２
回
目

が
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
っ
た
方
へ
の
対
応
は
。　

健
康
い
き
い
き
課
長
　

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

無
症
状
者
を
発
見
す

る
た
め
に
は
検
査
が

必
要
で
は
。

健
康
い
き
い
き
課
長
　

陽
性
者
が
出
た
ク
ラ

ス
で
は
全
員
検
査
を
す

る
。
　保
健
所
か
ら
町
に
感

染
状
況
が
伝
わ
ら
な

い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

町
長
　
県
に
申
し
入

れ
を
す
る
。

種
苗
法
改
正
の
影

響
は種

苗
法
が
改
正
さ
れ

た
が
、
町
内
農
業
者

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑴
影
響
が
出
て
い
る
か
。

⑵
農
研
機
構
な
ど
の
公
的

機
関
が
つ
く
っ
た
登
録
品

種
の
扱
い
は
。

農
政
課
長

⑴
大
き
な
影
響
は
な

い
。

⑵
同
じ
よ
う
に
許
諾
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

さ
つ
ま
い
も
の
人
気

品
種「
べ
に
は
る
か
」

な
ど
の
扱
い
は
。

農
政
課
長
　
今
回
の

改
正
以
前
か
ら
扱
い

は
同
じ
。
登
録
品
種
に
つ

い
て
生
産
者
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
、
団
体
と
し
て
の

許
諾
権
申
請
の
支
援
を
し

て
い
く
。

小
麦
農
林
61
号
の

取
り
組
み
は

町
で
は
小
麦
農
林
61

号
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
現
在
の
作

付
け
面
積
と
今
後
増
や
し

て
い
く
考
え
は
。

農
政
課
長 

　
13･

５

ha
。
乾
燥
調
製
の
こ

と
も
あ
っ
て
増
や
す
の
は

難
し
い
。

嵐
山
産
は
評
判
が
良

い
の
で
チ
ャ
ン
ス
で

は
な
い
か
。

農
政
課
長
　
関
係
者

と
も
相
談
し
て
増
や

せ
る
様
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。谷

津
田
を
利
用
で
き

な
い
か
。

農
政
課
長
　
日
陰
の

問
題
も
あ
る
が
担
い

手
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。
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議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

総務経済常任委員会

進む西口駅前広場整備＝ R3.9.6

小さいが全体像や城の技法を観ることのできる杉
山城を視察。連日リピーターも多い＝Ｒ3.7.12

文教厚生常任委員会

令
和
元
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
８
月

ま
で
の
調
査
研
究
事
項
ま
と
め

〇
提
言
事
項
要
旨

１��

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

・�

防
災
計
画
に
自
主
防
災
会
を
組
織

的
に
位
置
づ
け
、
自
主
防
災
会
の

活
動
と
役
割
を
明
確
に
す
る
。

２�

駅
周
辺
10
年
計
画
に
つ
い
て

・�

西
口
駅
前
広
場
整
備
だ
け
で
終
わ

ら
せ
ず
、
県
道
武
蔵
嵐
山
停
車
場

線
の
再
整
備
に
早
期
着
手
で
き
る

よ
う
、
県
の
理
解
を
得
る
最
大
限

の
努
力
を
す
る
こ
と
。

●
主
な
委
員
意
見
等

・�

杉
山
城
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ト

イ
レ
等
の
改
善
も
工
夫
し
て
ほ
し

い
。

・�

比
企
城
館
跡
郡
と
し
て
近
隣
自
治

体
と
連
携
を
と
る
。

・�

ガ
イ
ド
の
役
割
が
重
要
。

・�

周
遊
ル
ー
ト
を
明
確
化
し
矢
印
で

誘
導
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
。

・�

ど
こ
で
お
金
を
使
っ
て
も
ら
え
る

か
と
い
う
、
戦
略
を
持
つ
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
進
捗
状
況
を
聞
く

学
校
橋
河
原
の
ト
イ
レ
浄
化
槽
の
整

備
の
必
要
性
、
河
川
の
使
用
料
金
、

学
校
橋
河
原
の
占
用
等
。

●
説
明
後
の
主
な
質
疑
応
答

Q
申
請
は
予
定
ど
お
り
か
。

A�

Ｄ
Ｍ
Ｏ
化
と
な
る
候
補
の
申
請
を

今
年
中
に
進
め
る
。

Q�
コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
中
止
の
決
定

は
。

A�

町
と
観
光
協
会
で
営
業
面
を
考
え

て
判
断
し
て
い
る
。

Q
杉
山
城
の
ト
イ
レ
整
備
は
。

A�
仮
設
の
ト
イ
レ
一
基
、
利
用
芳
し

く
な
い
、
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
の

一
般
利
用
も
考
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
化
に
つ
い
て
の
提
言

・�「
風
薫
る
嵐
山
」
の
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
を
予
定
さ
れ
る
計
画
年
数
を

も
っ
て
確
実
に
収
益
事
業
に
仕
上

げ
、
嵐
山
町
全
体
を
見
据
え
た
観

光
発
展
計
画
を
練
る
。

・�

観
光
協
会
の
長
い
歴
史
の
上
に
今

日
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
多
く
の

町
民
及
び
民
間
事
業
者
の
協
力
を

継
続
的
に
得
な
が
ら
、
多
様
な
意

見
を
取
り
入
れ
、
嵐
山
町
を
愛
す

る
強
力
な
観
光
協
力
体
制
を
構
築

す
る
。

・�

嵐
山
町
に
点
在
す
る
観
光
資
源
は

も
ち
ろ
ん
新
た
な
観
光
資
源
の
発

掘
や
発
見
を
日
々
研
究
し
、
年
間

を
通
し
て
嵐
山
町
の
観
光
情
報
が

発
信
で
き
る
よ
う
に
、
観
光
協
会

で
な
く
て
は
で
き
な
い
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・�

工
事
が
完
成
し
た
の
ち
に
は
駅
周

辺
住
民
の
生
活
利
便
性
向
上
を
意

識
し
つ
つ
、
多
様
な
利
用
方
法
を

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
駅
利
用
者
か
ら

満
足
の
声
が
届
く
、
費
用
対
効
果

の
上
が
る
整
備
と
す
る
こ
と
。

・�

多
様
な
利
用
シ
ー
ン
を
意
識
し
、

歩
行
者
に
や
さ
し
い
安
全
性
に
配

慮
し
た
駅
前
歩
行
空
間
に
な
る
よ

う
に
、
町
道
等
の
利
用
方
法
を
創

意
工
夫
す
る
こ
と
。

３��

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
活
性

化
に
つ
い
て
」

・�

自
慢
商
品
へ
の
特
化
、
地
産
地
消

の
徹
底
に
よ
る
地
場
産
品
の
充
実
、

消
費
者
を
今
ま
で
以
上
に
大
切
に

し
た
事
業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。

町
民
も
事
業
者
も
元
気
に
な
る
事

業
の
実
施
を
す
る
こ
と
。

４�

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て

杉
山
城
現
地
視
察
要
旨

委
員
会
提
出
条
例　

可
決

�「
嵐
山
町
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
条
例
」
に
つ
い
て

�

最
終
報
告

長
、
技
監
及
び
関
係
各
課
で
構

成
さ
れ
る
協
議
会
の
設
置
が
規

定
さ
れ
る
。

担
当
課
と
最
終
協
議

　
環
境
課
長
の
出
席
を
求
め
、
例
規

審
査
後
の
条
例
案
と
規
則
案
に
つ
い

て
最
終
確
認
を
し
た
。

主
な
協
議

　
事
業
者
の
関
係
書
類
の
閲
覧
義
務

期
間
を
工
事
の
施
工
期
間
と
明
確
に

す
る
。

　
施
行
規
則
に
つ
い
て
は
、
運
用
基

準
等
の
策
定
等
と
共
に
施
行
期
日
以

前
の
で
き
る
だ
け
早
い
期
間
に
制
定

す
る
こ
と
、
適
宜
、
全
員
協
議
会
に

説
明
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
こ
の
委
員
会
報
告
を
も
っ
て
最
終

報
告
と
す
る
。

　
な
お
、
本
条
例
の
策
定
議
案
は
、

本
定
例
会
に
委
員
会
提
出
議
案
と
し

て
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　
施
行
期
日
は
、
令
和
４
年
４
月
１

日
で
す
。

藤
原
環
境
課
長
、
杉
田
農
政
課
長
に

出
席
を
求
め
、
条
例
作
成
の
経
緯
、

目
的
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
説
明
を
し
た
。

担
当
課
と
施
行
規
則
に

つ
い
て
協
議

　
環
境
課
長
に
出
席
を
求
め
、
条
例

案
に
つ
い
て
、
例
規
担
当
の
事
前
協

議
の
結
果
及
び
担
当
課
と
し
て
の
意

見
の
説
明
を
受
け
、
条
文
の
調
整
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
策
定
中
の
条
例

施
行
規
則
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
た
。

主
な
協
議

１
．�

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
説

明
会
の
開
催
を
原
則
に
、
そ
の

他
の
周
知
方
法
を
認
め
る
規
定

に
変
更
す
る
。

２
．�

設
置
及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

規
則
に
具
体
的
に
規
定
す
る
条

文
と
す
る
。

３
．�

施
行
規
則
に
、
届
出
の
審
査
機

関
と
し
て
担
当
課
の
他
、
副
町

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

検
討

　
７
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
61

項
目
に
つ
い
て
、
確
認
し
条
例
に
修

正
、
加
筆
す
る
も
の
、
す
で
に
案
で

対
応
し
て
い
る
も
の
、
今
後
の
参
考

と
す
る
も
の
、
意
見
と
し
て
承
る
も

の
な
ど
項
目
ご
と
に
検
討
し
た
。

主
な
内
容
は

１
．�

維
持
管
理
に
関
す
る
条
例
で
あ

る
こ
と
も
明
確
に
す
る
た
め
、

条
例
名
に「
管
理
等
に
関
す
る
」

を
追
加
。

２
．�

説
明
会
等
に
、
必
要
に
応
じ
て

町
職
員
が
出
席
す
る
事
を
追
加
。

執
行
部
へ
の
説
明

　
条
例
施
行
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
検
討
結
果
を
反
映
さ
せ
た
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
条
例
案
に
つ
い
て
、

佐
久
間
町
長
、
髙
橋
副
町
長
、
奥
田

教
育
長
、
青
木
参
事
兼
総
務
課
長
、

11/20
(土)

～町民に開かれた議会を目指して～

第１９回 議会報告会のお知らせ
意見交換会もあわせて実施します。

① 午前９時～（受付：８時30分～）　　　② 午後１時３０分～（受付：１時～）
場所：町民ホール
◆コロナウイルス感染症対策のため、定員を３５名とさせていただきます。
◆感染症の状況によっては、開催を中止する場合があります。中止の場合、町ホームページ等にてお知らせいたします。
◆発熱等風邪症状がある場合、入場お断りさせていただく場合があります。
◆託児を希望される場合、11月10日(水)までに議会事務局へお申し込みください。

テーマ：学校再編をどう考えますか
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議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

一
部
事
務
組
合

委
員
会
報
告

議
会
構
成

決
算
・
討
論

議
案
・
審
議
結
果

一
般
質
問

委
員
会
報
告

一
部
事
務
組
合

小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

広報広聴常任委員会

広報広聴常任委員会＝ R3.9.30

一部事務組合報告

生ごみが出たら
リサイクルしよう

料理・食事

野 菜 生ごみ

生ごみ肥料を
家庭再燃で活用

コンポスト化
（肥料化）

すべての工事が終了し竣工式（7月 18日）を
実施した新しい斎場

　
８
月
１
日
発
行
と
し
、
主
に
は
議

案
審
議
の
内
容
、
補
正
予
算
、
一
般

質
問
、
各
常
任
委
員
会
報
告
、
一
部

事
務
組
合
報
告
、
政
務
活
動
費
収
支

状
況
の
全
20
ペ
ー
ジ
の
掲
載
と
な
る
。

・�

業
者
編
集
作
業
に
よ
る
動
画
配
信

と
無
料
動
画
配
信
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
の
ど
ち
ら
を
進
め
る
か
で
は
、

費
用
負
担
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
が
選
択
さ
れ
る
。

・�

議
場
内
に
定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

撮
影
、
録
画
し
た
も
の
を
配
信
す

る
方
法
も
あ
る
。

・�

今
後
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
で
は
、

撮
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
ア
ッ
プ

す
る
方
法
が
良
い
。

・�

費
用
対
効
果
も
重
要
で
あ
る
が
、

随
時
視
聴
で
き
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
。
全
体
会
に
て
最
終
案
の
意

見
集
約
を
図
る
こ
と
と
な
る
。

⑴
広
報
部
会

⑵
広
聴
部
会

議
会
だ
よ
り
１
８
３
号
発
行

Ｉ
Ｃ
Ｔ
調
査

①
議
会
動
画
配
信
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
、
社
会
情
勢
は
不
透
明

で
大
変
厳
し
い
時
に
あ
る
が
、
当
面

は
開
催
予
定
と
し
、
９
月
定
例
会
終

了
後
に
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
含
め
た

開
催
要
領
も
検
討
す
る
。

②�

第
19
回
議
会
報
告
会
の
開

催
に
つ
い
て

・�
広
聴
部
会
で
議
会
動
画
配
信
、
音

声
配
信
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。

③�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
全
体
会
最
終
決

定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
た
め
、
９
月
定
例
会
終
了
後
に

再
検
討
す
る
こ
と
で
意
見
集
約
さ
れ

る
。 ⑶

広
報
広
聴
全
体
会

議
会
報
告
会
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

に
つ
い
て

①�

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見

交
換
会
に
つ
い
て

②�

議
会
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ�（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）
の
活
用
に
つ
い
て

　
議
員
個
々
の
使
用
し
て
い
る
機
器

の
状
況
に
つ
い
て
は
既
に
調
査
済
み

で
あ
り
、
当
初
は
す
べ
て
の
方
が
有

す
る
ス
マ
ホ
で
の
実
践
が
適
当
と
の

同
意
が
さ
れ
る
。

次
の
部
会
案
に
つ
い
て
同
意
が
得

ら
れ
、
今
後
の
課
題
は
全
体
会
で

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

・�

無
料
動
画
配
信（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

が
当
議
会
に
は
合
っ
て
い
る
。
議

会
中
継
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ダ
ビ
ン
グ
し
、

そ
の
ま
ま
配
信
す
る
こ
と
が
最
良

で
あ
る
が
、
視
聴
専
用
の
プ
ロ
テ

ク
ト
が
か
か
っ
て
お
り
、
状
況
に

よ
っ
て
は
通
信
機
能
付
き
定
点
カ

メ
ラ
で
撮
影
、
配
信
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
。

・�

デ
ー
タ
編
集
は
原
則
と
し
て
行
わ

ず
、
議
会
と
事
務
局
の
合
同
作
業

で
配
信
す
る
。

・�

広
聴
部
会
で
は
配
信
を
前
提
に
必

要
な
器
具
、
デ
ー
タ
、
人
的
な
も

の
、
費
用
面
も
検
討
し
て
き
た
。

こ
れ
以
外
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し

て
も
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
配
信

を
進
め
る
。

・�

ス
マ
ホ
で
の
ズ
ー
ム
会
議
に
全
員

が
参
加
、
試
行
で
き
た
。
ホ
ス
ト

役
等
の
課
題
も
予
想
さ
れ
る
が
、

都
度
検
討
す
る
事
で
同
意
さ
れ
る
。

〈
条
例
改
正
〉

　
　�「
組
合
職
員
の
分
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」　
禁

錮
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
罪

が
過
失
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
執
行
猶
予
さ
れ
た
職

員
に
つ
い
て
は
、
情
状
を
考

慮
し
て
そ
の
職
を
失
わ
な
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

〈
令
和
２
年
度
決
算（
主
な
議
案
）〉

⑴
　�

消
防
　
東
松
山
梯は

し
ご子
車
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
４
６
５
０
万
円
、

高
規
格
救
急
車
（
２
台
）
５

　
　
５
６
６
万
円
、
弁
護
士
費
用

５
１
９
万
円
、
産
業
医
委
託

料
13
万
円
、
研
修
負
担
金
７

　
　
０
８
万
円

問�　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
マ
ス
ク

着
用
し
て
い
た
の
で
熱
中
症
患

者
は
ふ
え
た
の
か
。

答�
　
令
和
元
年
度
が
１
９
１
件
、

令
和
２
年
度
は
１
５
４
件
で

あ
っ
た
。
要
因
と
し
て
涼
し
い

期
間
が
あ
っ
た
こ
と
と
搬
送
の

総
件
数
が
減
っ
て
い
る
の
で
熱

中
症
患
者
も
減
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

⑵
　�

斎
場
　
火
葬
炉
工
事
３
億
６

　
　
５
４
万
円
、
火
葬
棟
自
動
ド

ア
パ
ニ
ッ
ク
ク
ロ
ー
ズ
工
事

２
３
８
万
円

議
案
第
４
号
　

令
和
３
年
度
小
川
地
区
衛
生
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３
６
９
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
13
億
９
５

４
８
万
９
千
円
と
す
る
。

議
案
第
５
号
　

令
和
２
年
度
小
川
地
区
衛
生
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
令
和
２
年
度
小
川
地
区
衛
生
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、

予
算
現
額
14
億
６
６
５
５
万
６
千

円
に
対
し
、
収
入
済
額
14
億
６
６

９
１
万
４
５
５
６
円
、
収
入
割
合

は
１
０
０
％
で
あ
る
。

　
歳
出
予
算
現
額
14
億
６
６
５
５

万
６
千
円
に
対
し
、
支
出
済
額

13
億
９
３
２
２
万
３
８
７
１
円
、

不
用
額
７
３
３
３
万
２
１
２
９
円

で
執
行
率
は
95
％
で
あ
る
。

基
金
（
決
算
年
度
末
現
在
高
）

し
尿
処
理
施
設
建
設
基
金
　
　

�

２
億
７
６
３
２
万
９
千
円

ご
み
施
設
整
備
基
金
　

�

１
億
３
９
３
４
万
６
千
円

合
計�

４
億
１
５
６
７
万
５
千
円

　
８
月
５
日（
木
）
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
を
開
会
。

提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　
８
月
26
日（
木
）
小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会
が
小
川
町
議

会
議
場
に
お
い
て
開
会
さ
れ
、
２
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。

25　 議会だより「らんざん」　 令和３年11月１日　第184号 議会だより「らんざん」　 令和３年11月１日　第184号　 24
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©嵐山町 2011

こえは要約させていただいております

次回の定例会は11月 30日（火）開会の予定です。皆様の傍聴お待ちしています。
請願・陳情は 11 月 19 日（金）午後５時までに提出してください。

発
行
／
嵐
山
町
議
会　

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
３
５
５
ー
０
２
１
１　

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
１
０
３
０
ー
１

☎
０
４
９
３（
６
２
）４
５
８
７

広
報
広
聴
常
任
委
員
会（
広
報
部
会
）　
藤
野
和
美
・
小
林
智
・
犾
守
勝
義
・
大
野
敏
行
・
畠
山
美
幸
・
川
口
浩
史

コメントが
ほしいな

編
集
後
記

スペインに咲くポピーの花（アンテロ氏撮影）

［応募方法］
　ハガキに答えの記号（例　①－イ）
住所・氏名・年齢を書いてお送りく
ださい。１家族１通のみを有効とします。
　議会だよりの感想もお聞かせください。

［宛先］〒355－0211
　　嵐山町大字杉山1030－1　議会事務局

　正解者の中から抽選で５名の方に図書
カードを差しあげます。発表は次号に掲載
します。

［しめきり］令和３年12月28日（火）まで

議会だよりクイズ　正しいものはどれでしょう？

問１　傍聴者の人数は何人でしょう。
　　　イ、100人　　ロ、10人　　ハ、33人

問２　�表紙の人物はどこの国出身でしょう。
　　　イ、スペイン　　ロ、イタリア　　ハ、宇宙

問３　�議会だよりは何ページですか。
　　　イ、50ページ　　ロ、26ページ　　ハ、13ページ

図
書
カ
ー
ド（
千
円
）が
当
た
り
ま
す

議
会
だ
よ
り
１
８
3
号
の
ク
イ
ズ

当
選
者
で
す
！

　
応
募
者
18
人
中
全
員
が
正
解
で
し

た
。
正
解
は
、
問
1
ー
ロ
、
問
2
ー

ハ
、
問
3
ー
イ
、
で
す
。
当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

　
長
島
　
幸
人
　
様
（
千
手
堂
）

　
本
間
　
美
凛
　
様
（
菅
谷
）

　
久
保
　
幸
子
　
様
（
菅
谷
）

　
落
合
　
駿
斗
　
様
（
菅
谷
）

　
野
村
　
和
子
　
様
（
大
蔵
）

　
表
紙
の
方
は
ラ
ト
ー

レ
・
ア
ン
テ
ロ
氏
、
ス

ペ
イ
ン
バ
ス
ク
地
方
出

身
で
す
。
日
本
人
の
奥

様
と
愛
犬
と
菅
谷
に
住

ん
で
い
ま
す
。
コ
ン
セ

プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
の
ト
ヨ
タ

自
動
車
と
の
仕
事
で

来
日
し
ま
し
た
。
現

在
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

様
々
な
企
業
の
撮
影
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
青
山
や
愛
知
県
の
展

示
場
で
毎
年
ア
ー
ト
写

真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
嵐
山
町
に
居
る

の
か
、
故
郷
の
風
景
と

似
た
感
じ
と
か
。
し
か

む
ら
農
園
で
野
菜
つ
く

り
に
精
を
出
し
て
い
ま

す
。
片
言
の
日
本
語
を

話
し
ま
す
の
で
見
か
け

た
ら
声
を
掛
け
て
下
さ

い
。

　
今
回
、
嵐
山
町
議
会

は
引
き
続
き
森
議
長
に

後
半
2
年
も
託
し
ま
し

た
。�

（
大
野
）

昼間は小型バスで良いの
では。経費削減になれば
よい。

町の将来計画は具体的な内容
を町民に知らせて欲しい。嵐丸君の活用で楽しい

紙面を。

嵐山町でもタブレット学習が導入
されていたんだと驚きました。

議会だよりは、いつも丁寧に
分かりやすく見やすいです。

ワクチンの接種風景が表紙
で良く分かります。
関係の方ご苦労様です。

用語

※
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
：「
概
念
上
の
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
そ
の
物
事
が
何
で
あ
る
か
を
と
ら
え
る
思
考
」
で
す
。
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